お巧いるわせ • 修理窓口 


安全にお使いいただくために 
必ずお守りくだまい 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただく 
ために守っていただきたい事項を記載しました。正しく使用ずるために、必ずお読みにな 
り内容をよく理解された上で、お使いください。なお、本紙には弊社製品だけでなく、葬 
社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関ずる注意事項も記載されていまず。 
パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失.破損または、取り扱いを誤ったた 
めに生じた本製品の故障/トラブルは、勢社の保証対象には含まれません。 

あらかじめご了承ください。 

■使用している表示と給記号の意味 


お問い合わせ、修理については、じ(下の順にてお願い致します。 


1マニュアル、オンラインガイドにて設定内容•トラブルシューテイングを 
ご確認ください。 


2 弊社ホームページにて最新 Q 这 A 情報、最新ドライバ•ファームウェアを 
ご確認ください。 


イジターネット 


製品情報 buffalo.jp 

サポート情報 86呂8已. jp (ハ□-バ'ッファロー) 


3上記で改善しない場合は、次の窓口にお問い合わせくださし、。 
バッファ□ーサポートセンター 



警告表示の意昧 


お問合せの際は、下「必要な情報」⑤〜⑦をあらかじめご確認くださし、。 


A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載していまず。この表示のを意事項を守らないと、使用者 
が死亡:または、重傷を負う可能性が想定される内容を示していまず。 

爪を意 

この表示のを意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考えられる内 
容を示していまず。 


絵記号の意昧 


A 

A は、警告•ミ主意を促ず記号でず。 A の近くに具体的な警告内容（例：池感電を意)が描か 
れていまず。 

0 

〇に斜線は、してはいけない事項（禁止事項）を示ず記号でず。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれていまず。（例：®分解禁止） 

参 

参は、しなければならない行為を示ず記号でず。 

参の近くに、具体的な指示内容（例：©プラグをコンセントから抜く）が描かれていまず。 


A 警告 


S ) 

禁止 

AC アダプタを傷つけたり、加工、過熱、修復しないでください。火災になったり、感電 
ずる恐れがありまず。 

参設置時に、 AC アダプタを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。 

参重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

参熱器具に近付けたり、過熱したりしないでください。 

♦AC アダプタを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

参極端に折り曲げないでください。 

♦AC アダプタを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、 AC アダプタが傷んだら、弊社サポートセンターまたはお買い上げ販売店にご相談くださ 

い。 

分辭禁止 

本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

火災•感電•故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理を 
お断りすることがあります。 

を 

電源 プラグを 
抜く 

煙が出たり変な臭いや音がしたら、 AC コンセントから AC アダプタを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポ 
—トセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

電源 プラグを 
抜く 

本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまった場合は、ず 
ぐに AC アダプタを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポ 
-トセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 

(S 

AC 100 V (50/60 Hz ) が外の AC コンセントには、絶対にプラグを差し込まないでくださ 

い 0 

海外などで異なる電圧で使用すると、ショートしたり、発煙、火災の恐れがあります。 

禁止 

〇 

強制 

AC アダプタは、 AC コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全のまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがあり 
ます。 

〇 

強制 

AC アダプタは必ず本製品付属のものをお使いください。 

本製品付属が外の AC アダプタをご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあるため、 
発煙、発火の恐れがあります。 

を 

電源 プラグを 
抜く 

液体や異物などが内部に入ったら、 AC コンセントからプラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。 

弊社サポートセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 

(§) 

水場での 
使用禁止 

風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

运 

電源 プラグを 
抜く 

電源製品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないよラに機器を配置 
してください。 

けがをする危険があります。 

A 注意 


S ) 

禁止 

AC アダプタが AC コンセントに接続されているときには、濡れた手で本製品に触らない 
でください。 

感電の原因となります。 

〇 

強制 

静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサツ 
シなど）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

体などからの静電気は、本製品を破損させる恐れがあります。 

S ) 

禁止 

次の場所には設置しないでください。 

感電、火災の原因になったり、製品に悪影響を及ぼずことがありまず。 

♦強し、磁界力 《 発生するところ（故障の原因となります） 

♦静電気が発生するところ（故障の原因となります） 

参震動が発生するところ（けが、故障、破損の原因となります） 

♦平らでないところ（転便 J したり、落下して、けが'の原因となります） 

♦直射日光が当たるところ（故障や変形の原因となります） 

参火気の周辺、または熱気がこもるところ（故障や変形の原因となります） 

♦漏電の危険があるところ（故障や感電の原因となります） 

♦漏水の危険があるところ（故障や感電の原因となります） 

〇 

強制 

本製品を廃棄ずるときは、地方自治体のを例に従ってください。 

条例の内容については、地方自治体にお問い合わせください。 


電話でのお巧いるわせ巧 


【電話窓口】 

電言舌番号（東京）日3-已 78] -743已 
電言舌番号（名古屋）□己 2-6] 9-] 82已 


※電話番号のお掛け間違いがないよラごを意ください。 

月〜金 9:30-19:00 ± 9:30-1 目:00 

月〜金（祝日除く） 9:30-1 7:00 


【有料電話窓□】 電言舌番号03-已78 1-76 19 36已曰 9:30-21:00 
-対象製品弊社ネットワーク製品(法人向け製品を除く） 

-費用： 2，100円/案件(税抜2,000円） 

-支払ちま：クレジットカード ( N に日 S 、 VISA 、 MASTER 、」 CB 、 アメリカン-エキスプレス) 
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手紙でのお巧いるわせ巧 


住所干4己7-扫己20名古屋市南区柴田本适 4-1 己 



修理は、 W 下へご依頼ください。 ※修理に送られる際、弊社への事前連絡は不要です。 

バッファ□一修理センター 


修理送付前に本製品添付の保証書記載の保証契約約款をよ < お読み下さい。 

弊社ホームページより修理の web 予約、受付けた修理品のが況確認が可能です。 
http :// buffalo . jp / shuri / 

干4曰 6-0023 愛知県ち古屋市熱田区六野二 T 目]番3号中京倉庫2 7号棟 
株式会社バッファロー修理センター受付宛 
□己2-呂呂 3-0 已70 ※ご化頼の修理品に関するお問合せのみ承っております。 

本製品、本製品付属品、保証書（原本）、修理票 (*) 

* 修理票は弊社ホームページよりダウンロード可能でず。修 I 里票添付が困難な 
場合は、じ乂下「必要な情報」を記載した資料を製品と一緒にお送りください。 


※発送は宅配便等控えが残るちまにてお送りください。控えが残らない郵送は固くお断りします。 

※修理依頼時の送料は、送り主様の負担とさせていただきます。なお、輸送中の事故においては、弊社は責任を負いかねます。 
輸送会社に保証していただくなどの措置をお取りください。 

※八ードディスク、フラッシュメモリ等の記憶装置内のデータは保証できませんので、修理に送付される前に予めお客様にて 
バックアップをとっていただきますよラお願いしまず。 

XAirStation 、 日 roadStation、Link Station は、修理の際に出荷時の状態に戻す為、設定内容（接続ユーザち/パスワード/ 
無線暗号キー （ WEP ) 等）を消去しまず。 

修理完了後、再度設定が必要となりますので、ご送付前に必ず設定内容を控えてください。 

※修理期間は、製品の到着後10曰程度（製社営業日数）を予定しております。 


保証書について 
修理 wet ) 予約 

送付先住所 

電話番号 
送付いただく物 

【ミ主意事項】 


5 ユーザ 登録に ついて 

磐社ホームぺージ （ https :// online . t ) uffalo . jp /) ユーザ登録が可能でず。 

※ユーザ登録されたちには、弊社製品に関する情報をお届けします。 



化要な情强 


① 返送先（氏ち-住所-電話番号(内線） • FAX 番号）⑤具体的なをが/エラーメッセージ 

② 平日昼間の連絡先 ⑥発生状況（初めから•ある曰突然等）、 

(氏ち-住所-電話番号(内線） • FAX 番号） 発生頻度（必ず、時々、時間が経つと等） 

③ バッファロー製品名 ⑦ご使用環境(パソコン機種名、 OS(Winclows XP 等)、周辺機器) 

④ バッファロー製品のシリアルナンバー⑧製品切かの添付品 ( AC アダプタ、ケーブルなど） 

※受付時間や電話番号などは、変更されることがあります。最新の内容は、弊社ホームページでご確認ください。 

XThis product supports only Japanese language . 

Technical and customer support is limited to Japan only . 

This product supports Japanese language Operating Systems ONLY . 


本製品について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

受信障害について 

ラジオやテレビジョン受信機(が下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品によ 
る影響と思われましたら、この商品をいったんパソコンから取り外してください。パソコンから取り 
外したことにより、ラジオやテレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、が後は次の方法を組 
み合わせて受信障害を防止してください。 

-本製品と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる。 

-本製品と、ラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。 

-本製品と、ラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁 
じられております。 

■ BUFFALO ™、 AirStation ™、 AOSS ™ は、株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品名 
は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、◎、⑩などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、 
現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、 
お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器乂外として使用された 
ことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しない 

で/ドさ、\ 

-—般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときはご使用になる 
システムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでくださ 
し、。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、 
曰本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、ミ主意事項として記載され 
た取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損した場合に 
ついては、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用 
するものである場合は、本書に記載されたを意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップ 
を作成してください。お客様が、本書のを意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、デー 
夕を消失-破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承 
ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損善賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった 
場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無債にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交 
換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠債の責に任じません。 
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WYR - ALG 54 /P 

7ニ ユア ル 


ら<ら<!セツトアツプシ—卜 


このたびは、 Airs ね tion ™ をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みくださし\。お読みになった後は、大切に保管してくださし\。 




ッ h アップしよラ 



箱に入っているものを確認しよラ 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□AirStation (親機) . 1 個 □VVU-CB-AMG54( 無線アダプタ）… 1 個 




□ LAN ケーブル(ストレート） . 1 本 BAC アダプタ. 


1個 


□AirNavigator CD. 1 枚 □ら<ら< !七ッ h アップシート（本紙） 


1枚 


※本製品は、本紙によってセットアップや設定ができるため、冊子のマニュアルは添付してお 
りません。本紙よりも詳細な情報が必要な場合は 、 AirNavigator CD 内の 「 AirStation 設定ガ 
イド」を参照してください。 

※本製品の保証書は、外箱に印刷されています。修理の際は保証書を切り取ってお使いください。 
※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 




AirStation (親機)を接続しよう 


Ai「station (親機）をお使いになる前に、モデムにパソコンを直結してインターネットに 
接続していた場合は、配線をおこなう前にモデムの電源を30分程度 OFF にしてください。 

•Windows Me / 2000 /98 SE をお使いの場合は、パソコンに Internet Explorer 6.0が降 
がインストールされている必要があります。インストールされていない場合は、作業を 
はじめる前に[スタート ]- [Windows Update ] を選択して、 InternetExplorer をバー 
ジョンアップしてください。 

• 動作中は本体が高温になりますが、故障ではありません。 

•他の機器や壁などで本製品の側面にある通風口を塞がないでください。 


AirStation (親機）の WAN ポートとモデムを付属の 
LAN ケーブルで接続しまず。 




h モデムの電源を ON にし 
W まず。 


モデム 


DIAG ランプと WAN ランプ 
が点灯しまず。 


P-LJ -^ 


UFFALO 固 • 

12 3 4 、レ I 

POWER ク LINK/ACT ♦参参 f 誦〇誦 .N 参 802.11s 

、レ /|、 J 

DI/— 〇 —100M 参参 • A 参 802.11 

'1 、 

L 1 」 BUFFALO 

1— P 。《. 
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AC アダプタを家庭用 
コンセントに差し込みまず。 


しばらくして、 POWER ランプと 802.11 b/g 
ランプが点灯して、 DIAG ランプが消灯しま 
ず。 


• 麵 • • • • ち 51?^^ ィ irStation ィぶ 4 I 

-服ごレ 



有線(ケーブル)接続の場合は、パソコンと AirS ね tion を LAN ケーブル(別売）で接続して 
ください。 


[ 無線接続の場合は、ステップ3へ 
L 有線(ケーブル)接続の場合は、ステップ5へ 



無線アダプタ(子機)を取り付けよラ 


ドライバをインストールして、無線アダプタ（子機）をパソコンに取り付けます。 

- WU - CB - AMG 54 をお使いの場合は： 

下の手順にしたがってインス!ルしてください。 

- WU - CB - AMG 54 が外の鮮な製無線アダプタ(子機)をお使いの場合は： 

無線 LAN 内蔵パソコンをお使いの場合は： 

他お:製無線アダプタ(子機)をお使いの場合は： 

ステップ3およびステップ4をおこなう必要はありません。パソコ ン /無線アダプタ斤機)の マニこ 
アルを参照して無線機能を有効にし 、 AirStation (親機）に接続してください。 

AirStation に接続した後は、「ステップ己 AirStation 頗徽を設定しよう」へ進んでください。 


— AirStation (親機)の出荷時設定- 

SSID ( ESSID )： 親機底面に記載されている LAN MAC アドレス 
暗号化キー： 設定なし 


まだ巧り付けないでください 


無線アダプタ（子機）は、下記手順0の取り付け指示があるまで、取り付けないでください。 

-先に取り付けると、「新しい八ードウエアの検出ウィザード」が表示されます。その場合肤[キャンセル]を 
クリックして、無線アダプタ(子機)を取り外してください。 




パソコンを起動しまず。 

添付の CD-ROM (AirNavigator CD ) をパソコンにセツトしまず。 
しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 


□ 「バッファロー無線アダプタの設 
定 J を選択しまず。 



且[実行]をクリックしまず。 


使用許諾契約を読み、同意できる場合は隔意ずる]を選択して、[次へ]を 
クリックしまず。 

「製品を取り付けてください。 J と表示されまずので、無線アダプタ（子機） 
をパソコンに取り付けまず。 


製品を恥 J 巧けてください。 

製品を巧り巧けたら、そのまましばがお待ちください。 

X解な製無削 AN アタづ如桃きごほ巧の巧をは、 
「キャンたル J ボタンをクリックしてが了してください。 


J r キャンたル I 



fl [完了]をクリックしまず。 


自動的に Client Manager 2( クライアントマネージャ 2) のインストー 
ル画面が表示されまずので、 [0 K ] をクリックしまず。 

G 、 使用許諾契約を読み、同意できる場合は[同意]をクリックしまず。 
[次へ]をクリックしまず。 



BUFFALO Client 


Client Man ががのイー'つ■卜-ルが売了し,まし,た。 




[ OK ] をクリックしまず。 


〔次ぺージへつづく 



























































































































































































無線アダプタ(子機)を設定しよラ 


無線アダプタ（子機)を AirStation 襯機）に無線で接続します。 



この} ■^ンコンの巧情ホを設ちします。 


Amssi こパにし.た T 一气 t _つ十づ: ■ I 卜 
瞄寺すミ I が立は 「円 I :说で持扁 
る」き風円して、たさい。 


みこ城で说吊す亡 


検束して巧搞する 


今は巧簡しない 


-「検索して接続ずる J をクリックしま 
ず。 

X 本製品は 、 AOS STM に対応していませ 
ん。 「 AOSS で接続する」をクリックし 
た場合は、[キヤンセル]をクリックし、 
「検索」タブをクリックしてください。 


上記の画面が表示されていないときは、画面右下のタスクトレイにある 
巧アイコンを右クリックして、「検索を表示ずる J を選択しまず。 



本圭為右お^^ 

y U ✓ / I / r ' W 、一 — 

" 7 ?- ジョント報 ( ぶ ^^ I 

〜品を ^ 


-「検索を表示ずる J を選択 


アクセスポイント（親機)が検索されまず。 


AirStation 

Client Manager 


巧規巧能なネットワークを表示します 1^1 



□ " OOODOB " で始まる12文字を選択 
しまず。 


LAN MAC 

(SSID の出荷時設定値） 


[接続]をクリックしまず。 




n 「暗号なし J を選択しまず。 

AirStation (親機）に暗号を設定している 
ときは、暗号化方式を選択して、事前共有 
キー/暗号化キーを入力します。 

0 [接続]をクリックしまず。 


この接続をプ□ファイルに登録する場合は、「プ□ファイルに登録する」のチェックマークをつ 
けて、[接続]をクリックします。 



「接続中 J と表示されたら 、 AirStation 
(親機）との接続は、完了でず。 


罪 


3 AirStation (親機)を設定しよう 


無線アダプタ（子徽から AirStation 襯機）を設定します。 

X Windows NT 4.0からは、 AirStation (親機）の設定はできません。 



广アタックブロックのインストール(直） 

•广マニュ乃レ揖売むの 

广お紙ドライバの肖 I ]除(が 

im 

エアステーションの?リ巧 i ミちを巧し、、インターネット I こ巧続できる上う I こおキをい 


「エアステーション設定 J を選択し 
て、[実行]をクリックしまず。 


実け®」巧了 I 


〔右上へつづく 


お使いの無線アダプタ（ネットワークアダプタ）を選択して、[次へ]をク 
リックしまず。 

設定画面が表示されまずので、「インターネット設定 J をクリックしまず。 



クリックしまず。 


が後は、画面に従ってインターネット接続設定およびセキュリティ設定 
をおこなってください。 


W 



インターネットに接続しよラ 


パソコンでブラウザ (Internet Explorer など）を起動して、インターネットに接続します。 


‘プ□バイダから配布される PPPoE 接続ツール（フレッツ接続ツールなど）をパソコンにインストール 
している場合は、アンインストールしてください。 AirS ね tion を使ってインターネットに接続する場合、 
PPPoE 接続ツールは必要ありません。 

’ Windows XP をお使いの方で、「広帯域接続」または「ネットワークブリッジ」をインストールしている 
場合は、削除してくださし、。（[スターり一[コント□—ルパネル]—[ネットワークとインターネット接 
続]-[ネットワーク接続]を開き確認してください。） 


2台目が降のパソコンを無線で接続するには 


ステップ3〜4までをおこなってください。 


AirStation (親機)の設定変更をずるには 


AirStation (親機)のセキユリティを強化したり、さらに細かな設定をする場合は、ブラウザ (Internet 
Explorer など）がインストールされたパソコンからおこなうことができます。設定変更は、下記 
の手順でおこなってください。 


セキュリティ設定 ( TKIP / WEP ) を変更する ） 

セキュリティ設定 ( TKIP / WEP ) の変更は、が下の手順でおこないます。 

I 添付の CD - ROM(AirNavigator CD ) をパソコンにセットしまず。 
f しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 

^ 「エア ステーシヨ ン設定 J を選択して、[実行]をクリックしまず。 

^ お使いのネットワークアダプタを選択して、[次へ]をクリックしまず。 

^ 設定画面が表示されまずので、画面左の 「 LAN 設定 J をクリックしまず。 

ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されたときは、「ユーザー名」欄に 「 root ! を入力、「パ 
スワード」欄に設定したパスワードを入力して、 [0 K ] をクリックします。 

「無線セキュリティ J をクリックしまず。 

^ 「暗号化方式 J で、 「 TKIPj または 「 WEPj を選択しまず。 

WEP :ほとんどの無線 LAN 製品で使用できる暗号化方式です。 

TKIP : WEP をさらに強固にした暗号化方式です。暗号に用いるキーの生成方式を複雑にして 
外部からのパケットの解析をさせづらくしています。 

《 TKIP と WEP は併用することはできません。 

b く TKIP を選択した場合> 

1. 「事前共有キー J 欄に8〜63文字の半角英数字記号を入力しまず。 

(大文字と小文字は別の文字として扱われまず） 

2. 「キー更新間隔 J は、 「3600 j のままにしまず。 

く WEP を選択した場合> 

1 . 「キーサイズ J 欄で、 「64 bitsj または 「128 bitsj を選択しまず。 

2. 「 WEP 暗号化キ ー J 欄で、設定ずる暗号化キーを入力しまず。 

-暗号化キーは、「文き入力」 （5 文きまたは13文き）と「16進数入力」 （1 肿行または26巧）を選択 
することができます。文字入力を選択した場合、暗号化キーは半角英数字または記号を含む5 
文字または13文字の文字列を入力します(大文字•ル文字の区別あり）。16進数入力を選択し 
た場合、半角数字及び 「 a 〜 f 」 までのアルファべットを入力します。 

-暗号化キーは13文字(文字入力の場合）を入力した方がより高いセキュリティを確保するこ 
とができます。 


右上へつづく 


( 2 ) 




[設定]をクリックしまず。 


無線アダプタ（子機)から AirStation (親機）に接続できなくなりまずので、^テツプ4 
無線アダプタ（子機)を設定しよう J を参照して Airs ね tion 爛徽に再接続してくださ 
い 0 


無線機能を無効にする） 

AirStation の無線機能を無効にして、無線アダプタ（子機）から接続できないようにす 
る場合は、が下の手順でおこないます。 

I 添付の CD-ROIVKAirNavigator CD ) をパソコンにセットしまず。 
f しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 

> 「エア ステーシヨ ン設定 J を選択して、[実行]をクリックしまず。 

> お使いのネットワークアダプタを選択して、[次へ]をクリックしまず。 

> 設定画面が表示されまずので、画面左の 「 LAN 設定 J をクリックしまず。 

ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されたときは、「ユーザー名」欄に 「 root ! を入力、「パ 
スワード」欄に設定したパスワードを入力して、 [0 K ] をクリックします。 

I r 無線インタフェースを有効にずる J のチェックをはずしまず。 

"チェックボックスをオンにしない場合、無線 LAN 機能は有効になりません。"と表示 
されまずので、 [0 K ] をクリックしまず。 

I [設定]をクリックしまず。 



たとまは 


1 


AirNavigator CD 内の「マニュアルを読む j - 「困ったときは j を 
参照してください。 

画面•イラストを使ったわかりやすい解決策が記載してあります。 


• Airs ね tion (親機）と無線アダプタ【子機)が接続できない場合 

与 AirStation (親機）の電源が ON になっている力、、確認してください。 

X AC アダプタは、 AirS ね tion (親機)の DC コネクタに奥までしっかりと差し込んでください。 

与 AirStation (親機）と無線アダプタ（子徽との距離を短くしたり、障害物をなくして見通し 
をよくしてから再度検索してくださし N 。 また、金属製の机や棚などから離して設置してく 
ださい。 

与 CD - ROM「AirNavigator CD 」 から「バッファロー無線アダプタの設定」を実行して、ドラ 
イバをバージョンアップしてください。 

与ファイアウォール機能のあるソフトウてアがインストールされている場合は、ソフトウェ 
アをアンインストールするか AirStation (親機）の IP アドレスを登録してください。 
※手順は、 CD - ROM「AirNavigator CD 」 から「マニュアルを読む」一「困ったときは」一「クラ 
イアントマネージヤで AirStation の検索ができません」を参照してください。 

与有線 LAN ポートを搭載したパソコンから、 AirStation (親機）の無線チヤンネル （ Z 4 GHZ 
(802.1 1 b /802.1 Ig ) の場合、「1チヤンネル」/「3チヤンネル」/「11チヤンネル」など）を変更し 
てください。 

※詳細な手順は、 CD - ROM「AirNavigator CD 」 から「マニュアルを読む」一「無線機能の設定を変 
要したい」一 「W 丫 R - ALG 日4」一「パソコンをグループ分けする（無線チヤンネルの設定）」を参 
照してください。 




主な仕様/出荷時設定値 


•まな仕様 

データ 転送速度 
ポー ト数 

消費電力 

動作温度/動作湿度 
外形寸法 

•まな出荷時設定 

10/1 00 Mbps (自動認識） 

LAN ： 4ポート、 WAN :1ポート 

( LAN ポート、 WAN ポートともに AUT 0- MDIX 対応） 

最大 6.9 W 

0〜40で/20〜80% (結露な きこと） 

W 141 X H 27 X DlOOmm 

(アンテナ、フロントシール、ゴム足を除く） 

項目 

出荷時設定 

LAN 設定 

ESSID ( SSID ) 

AirStation の LAN MAC アドレスを設定 

無線チャンネル 

6チヤンネル 

LAN 側 IP アドレス 

1 92.168.11.1 (255.255.255.0) 

DHCP サーバ機能 

使用ずる 


開始アドレス：192.16 8. 11 .2 


終了アドレス：192.16 8. 11. 17 

管理 

管理 ユーザ 名 

root 

パスワード 

設定なし 


本製品の製品仕様および製品概要については、 CD - ROM「AirNavigator CD 」 内 AirStation 設定 
ガイドを参照してください。 

すべての出荷時設定値は、 AirStation 設定ガイドの「機能一覧」に記載されています。 




AirStation 設定ガイドを見るには 


アドレス変換など、さらに細かな設定をする場合は、 CD - ROM 「 AirNaviaato 「 CD 」 に収録され 
ている 「 AirStation 設定ガイド」を参照してください。 AirStation 設定ガイドは、が下の手順で 
見ることができます。 



CD - ROM「AirNavigator CDj をパソコンにセットしまず。 

[マニュアルを読む]を選択し、[実行]をクリックしまず。 

「 AirS ね tion 設定ガイド j が表示されまずので、ご覧になりたい項目をクリックして 
ください。 


各部の名郝とはた to き 


AirStation の各部の名称とはたらきを説明しまず。 


^^AirStation ( WYR - ALG 54： 親機）^ 
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BUFFALO 

□ IAG • 100M • 参 
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① POWER ランプ(緑） 

② UNK / ACT ランプ(緑) 

③ WAN ランプ(緑） 

④ DIAG ランプ(ホ） 


⑥100 M ランプけ登） 

⑥802.1 la ランプ(緑） 
802.11 b / g ランプ(緑) 


点灯: AC アダプタ接続時 
点灯:各 LAN ポートのリンク時 
点灯：リンク時 

異常発生時に点灯します。 

ファームウエア更新時や設定時も、 POWER ランプと交互に点 
滅します。 

※ファームウ X ア更新時や設定時は、絶対に AC アダプタをコ 
ンセントから抜かないでください。 

点灯：100 M リンク時 

点滅:無線 LAN 通信中 


消灯: AC アダプタ未接続時 
点滅:各 LAN ポートの通信時 
点滅:通信時 


⑦ DC コネクタ 

⑧ LAN ポートに witch ) 


(D WAN ポート 
⑩ INIT スイツチ 

⑩アンテナ 

⑩ WAN MAC 

LAN MAC ( SSID 初期値) 


付属の AC アダプタを接続します。 

パソコン/八 ブを接続します。 

1 0 M /100 M 対応スイッチング八ブです。 

モデムを接続します。1 0 M /1 00 M 対応です。 

AirStation の電源を入れた状態で、 DIAG ランプが点滅するま 
で(約10秒間）スイッチを押すと、 AirStation が出荷時設定に 
戻ります。点滅するまで押さなかった場合は、再起動します。 

無線のアンテナです。 

AirStation の MAC アドレスが記載されています。 

LAN MAC ( LAN 側の有線 MAC アドレス）の値が、 SSID の初期 
値として設定されています。 


■ 無線アダプタ ( WU - C 目- AMG 54: 子機）) 


AirStation (親機）に 
接続しているとき 

POWER ランプ：ゆっくり点滅(緑） 
ACT ランプ：消灯 

通信時 

POWER ランプと ACT ランプが 
同時に点滅(緑） 

AirS ね tion (親機）に 
接続していないとき 

POWER ランプと ACT ランプが 
交互に点滅(緑） 



( 3 ) 


〔次ページへつづく A 






















































































































































































































































































